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(57)【要約】
　【課題】
　表示部に表示されている情報がどの被充電機器に対応
しているかをユーザーが容易に判断することができる。
　【解決手段】
　被充電機器１００Ａが載置面１ｂに載置されると、表
示禁止領域決定部４１は載置位置に基づき表示禁止領域
Ｒを設定する。表示位置決定部４２は、表示禁止領域Ｒ
に隣接する複数の位置に表示候補枠Ａ１～Ａ６を設定し
、データ表示領域を確保可能な表示候補枠が存在するか
否かを判別する。データ表示領域を確保可能な表示候補
枠が存在する場合は、当該表示候補枠をデータ表示領域
に決定する。表示制御部４３は被充電機器１００Ａに記
録されている画像データに画像処理を施し、表示モニタ
４４上のデータ表示領域に相当する位置に画像データを
表示する。
【選択図】    図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被充電機器を載置するための載置面を有する載置手段、
　前記被充電機器に関連する情報を表示する表示手段、
　前記載置面に載置された前記被充電機器を非接触な態様で充電可能な充電手段、
　前記載置面に載置された前記被充電機器の位置を検出する位置検出手段、
　前記表示手段上において、前記被充電機器に関する情報を表示する表示領域を設定する
表示領域設定手段、を備え、
　前記載置手段、前記表示手段、及び前記充電手段は、重ねて配設されており、
　前記表示領域決定手段は、前記位置検出手段による検出結果に基づいて前記表示手段上
に複数の表示候補領域を設定する第１設定手段を備え、
　予め決められた条件に応じて、前記複数の表示候補領域のいずれかを選択し、表示領域
として設定することを特徴とする充電表示装置。
【請求項２】
　前記表示領域設定手段は、前記位置検出手段による検出結果に基づいて前記表示手段上
に表示禁止領域を設定する第２設定手段を備え、
　前記第１設定手段は、前記第２設定手段によって設定された前記表示禁止領域の位置に
基づいて前記複数の表示候補領域を設定する請求項１記載の充電表示装置。
【請求項３】
　前記載置面上に、前記被充電機器が複数台載置された場合、
　前記被充電機器の各々に対応する前記表示領域が前記表示手段上で重複しないように制
御する制御手段、
　を備える事を特徴とする請求項１および２記載の充電表示装置。
【請求項４】
　前記複数の表示候補領域は、それぞれ前記表示禁止領域の近傍に設定されることを特徴
とする請求項１乃至３記載の充電表示装置。
【請求項５】
　前記表示手段によって、前記被充電機器に関連する情報が表示された領域を表示禁止領
域に設定する第３設定手段、
　を備えることを特徴とする請求項１乃至４記載の充電表示装置。
【請求項６】
　被充電機器を載置できる載置面を有する載置手段、
　前記載置面に載置された被充電機器を非接触な態様で充電可能な充電手段、
　前記被充電機器に関連する情報を表示する表示手段、
　前記表示手段上における前記被充電機器に関する情報の表示領域を決定する表示領域決
定手段、を備える充電表示装置によって実行される充電表示方法であって、
　前記載置面上における前記被充電機器の位置を検出する位置検出ステップ、
　前記位置検出ステップによる検出結果に基づいて前記表示領域を決定する表示領域決定
ステップ、を備え、
　前記表示領域設定ステップは、前記位置検出ステップによる検出結果に基づいて前記表
示手段上に複数の表示候補領域を設定する第１設定ステップ、を備え、
　予め決められた条件に応じて、前記複数の表示候補領域のいずれかを選択し、表示領域
として設定することを特徴とする充電表示方法。
【請求項７】
　前記表示領域決定ステップは、前記位置検出ステップによる検出結果に基づいて前記表
示手段上に表示禁止領域を設定する第２設定ステップ、を備え、
　第１設定ステップは、前記第２設定ステップによって設定された前記表示禁止領域の位
置に基づいて前記複数の表示候補領域を設定することを特徴とする請求項６記載の充電表
示方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電式の電子機器を、電子機器に対して非接触な態様（ワイヤレス）で充電
することが可能な充電装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、充電式の電子機器（以下、被充電機器と記載する。）を、被充電機器に対して非
接触な態様で充電する、所謂、ワイヤレス充電を行うワイヤレス充電器が普及してきてい
る。ワイヤレス充電は、充電ケーブル等の接続機器が不要であること、また、被充電機器
に充電ケーブル等を接続するためのコネクタを設ける必要がないことなどのメリットがあ
る。
【０００３】
　一方で、ワイヤレス充電は、電磁誘導または磁気共鳴を利用した充電方法であるため、
充電器と被充電機器間の距離が一定距離以上離れてしまうと充電が行われず、充電ケーブ
ル等を使用した充電（以下、接触式充電と記載する。）を行う場合のように充電しながら
電子機器を使用することができない、というデメリットがある。
【０００４】
　このデメリットを解決する方法の一例として、ワイヤレス充電器、無線通信器、タッチ
パネル式の表示器を組み合わせることで、充電中は無線通信を使用して、電子機器と通信
を行い、電子機器内に記録されているデータや電子機器のＧＵＩ（Graphical User Inter
face）等を表示器に表示し、この表示器を操作することで電子機器を充電を行いながら使
用できるワイヤレス充電表示装置（特許文献１）がある。
【０００５】
　特許文献１に記載されているワイヤレス充電表示装置は、表示器の表示領域をワイヤレ
ス充電式装置部分とグラフィック表示部分とに分割し、ワイヤレス充電式装置部分に載置
されたワイヤレス充電式装置に関連するグラフィック情報をグラフィック表示部分に表示
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表２０１０－５２５７８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載のワイヤレス充電表示装置は、グラフィック表示部分
のどの位置にグラフィック情報を表示するかといった表示位置の制御については明確に開
示されていない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、本願発明にかかる充電表示装置は、
被充電機器を載置するための載置面を有する載置手段、被充電機器に関連する情報を表示
する表示手段、載置面に載置された被充電機器を非接触な態様で充電可能な充電手段、載
置面に載置された被充電機器の位置を検出する位置検出手段、表示手段上において、被充
電機器に関する情報を表示する表示領域を設定する表示領域設定手段、を備え、載置手段
、表示手段、及び充電手段は、重ねて配設されており、表示領域決定手段は、位置検出手
段による検出結果に基づいて表示手段上に複数の表示候補領域を設定する第１設定手段を
備え、予め決められた条件に応じて、複数の表示領域候補のいずれかを選択し、表示領域
として設定することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明によると、被充電機器の充電表示装置上における載置位置を検出し、載置位置の
近傍に当該被充電機器に関連する情報を表示する。従って、例えば、複数台の被充電機器
を同時に充電している場合でも、各被充電機器の近傍に当該被充電機器に関連する情報が
表示されるため、どの情報がどの被充電機器に対応しているかを容易に判断することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係るワイヤレス充電表示装置１の使用例を示す模式図である。
【図２】本発明に係るワイヤレス充電表示装置１の分解斜視図である。
【図３】本発明に係るワイヤレス充電表示装置１の構成の概略を示すブロック図である。
【図４】本発明に係るワイヤレス充電表示装置１を使用して被充電機器１００Ａを充電す
る場合の各部の動作を説明するためのブロック図である。
【図５】本発明に係るワイヤレス充電表示装置１に載置された被充電機器１００Ａに記録
されている画像データの表示を行う場合の各部の動作を説明するためのブロック図である
。
【図６】被充電機器１００Ａと表示禁止領域Ｒの対応を示す図解図である。
【図７】表示禁止領域Ｒと表示候補枠Ａ１～Ａ６の関係を示す図解図である。
【図８】表示制御実行中のワイヤレス充電表示装置１の状態の一例を示す模式図である。
【図９】被充電機器１００Ａの載置位置を変更した場合のワイヤレス充電表示装置１の状
態を示す図解図である。
【図１０】被充電機器１００Ｂを載置した場合のワイヤレス充電表示装置１の状態を示す
図解図である。
【図１１】表示禁止領域Ｒと表示候補枠Ｂ１～Ｂ６の関係を示す図解図である。
【図１２】複数台の被充電機器が載置された場合の表示制御を示す模式図である。
【図１３】本発明に係るワイヤレス充電表示装置１の表示制御処理動作を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１１】
（ワイヤレス充電表示装置１の構成）
　本発明の一実施の形態について、図面を参照して説明する。図１は、本実施例にかかる
ワイヤレス充電表示装置１の外観を示す正面図である。図２は、ワイヤレス充電表示装置
１の分解斜視図である。
【００１２】
　ワイヤレス充電表示装置１は、例えば、デジタルカメラ等の被充電機器１００Ａを載置
面１ｂに載置することで、被充電機器１００Ａをワイヤレス方式で充電することができる
。
【００１３】
　載置面１ｂは、タッチパネル式の表示モニタになっており、ワイヤレス充電表示装置１
は、載置面１ｂに載置された被充電機器１００Ａに記録されているデータＩＭＧを被充電
機器１００Ａの近傍に表示する事が出来る。
【００１４】
　ワイヤレス充電表示装置１は入力部２、表示部４、および送電部８が積層する構造にな
っており、入力部２および表示部４が載置面１ｂに相当する。入力部２、表示部４、およ
び送電部８の面積は略同一の面積であり、積層したときに略一致する態様になっている。
【００１５】
　送電部８は、複数の送電コイル８１がマトリクス状に並べられている。このように構成
することで、載置面１ｂのどの位置に被充電機器１００Ａを載置してもワイヤレス充電が
可能となる。
【００１６】
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　図３は、ワイヤレス充電表示装置１の構成の概略、およびワイヤレス充電表示装置１に
よって充電される被充電機器１００Ａの構成の概略を示すブロック図である。
【００１７】
　ワイヤレス充電表示装置１は、ユーザーの操作を受ける入力部２、被充電機器１００Ａ
に記録されている情報やワイヤレス充電表示装置１にかかるＧＵＩ等を表示する表示部４
 、被充電機器１００Ａとの間で無線通信を行う通信部６、被充電機器１００Ａに電力を
供給する送電部８、被充電機器１００Ａが載置面１ｂのどの位置に載置されているかを検
出する位置検出部１０、データを記録するメモリ１２、およびこれらの各部を制御するＣ
ＰＵ（Central Processing Unit）１４とを備える。
【００１８】
　入力部２は、例えば、静電容量方式のタッチパネルが使用される。表示部４は、例えば
、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）モニタや有機ＥＬ（Electro-Luminescence）モニタ
が使用される。
【００１９】
　通信部６は、例えば、無線ＬＡＮ（Local Area Network）通信、Bluetooth（商標登録
）通信、赤外線通信などの無線通信手段が使用される。
【００２０】
　位置検出部１０は、例えば、入力部２（タッチパネル）の接触状態に基づき、載置面１
ｂ上のどの位置に被充電機器１００Ａが載置されているかを検出する。或いは、入力部２
に近接するまたは載置面１ｂ上にある被充電機器１００Ａの存在を感知するように配置さ
れるセンサを使用してもよい。センサは、例えば、光センサや超音波センサ等が使用され
、被充電機器１００Ａがワイヤレス充電表示装置１に載置された場合に光波、あるいは音
波の波形が変化するように構成することで、被充電機器１００Ａの位置を検出することが
可能となる。
【００２１】
　また、他の方法として、入力部２のタッチパネルの接触を利用して被充電機器１００Ａ
の位置を検出するようにしてもよい。
【００２２】
　ＣＰＵ１４は、通信部６を介して被充電機器１００Ａに発行する命令の生成も行う。ま
た、ＣＰＵ１４は、メモリ１２に記憶された制御プログラム（ソフトウェア）を実行する
ことにより、ワイヤレス充電表示装置１に必要な処理を実現する。
【００２３】
　メモリ１２は、データを記録するために使用される不揮発性メモリ１２１とデータの一
時記憶や作業領域として使用される揮発性メモリ１２２で構成される。
【００２４】
　不揮発性メモリ１２１は、例えば、フラッシュメモリやＨＤＤ（Hard Disk Drive）等
が使用される。また、揮発性メモリ１２２は、例えば、ＶＲＡＭ（Video Random Access 
Memory）、ＳＲＡＭ（Static Random Access Memory）、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Acce
ss Memory）、ＳＤＲＡＭ（Synchronous DRAM）等が使用される。
【００２５】
　メモリ１２は、ワイヤレス充電表示装置１に内蔵されていても良いし、ＵＳＢ（Univer
sal Serial Bus）等を介してワイヤレス充電表示装置１に対して着脱可能であっても良い
。
【００２６】
　また、不揮発性メモリ１２１には、あらかじめ定められた固定的なデータ（GUI：Graph
ical User Interface、フォントデータ、音声データ等）を記録してあっても良い。
【００２７】
　一方、ワイヤレス充電表示装置１によって充電される被充電機器１００Ａは、送電部８
から送電される電力を受電する受電部１０２、受電部１０２で受電した電力を蓄電し、使
用時には被充電機器１００Ａの各部に電力を供給する二次電池１０４、被充電機器１００
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Ａに関連する情報を記録する記録媒体１０６を備える。
【００２８】
　また、ワイヤレス充電表示装置１と通信を行うための通信部１０８、被充電機器１００
Ａの各部を制御するＣＰＵ１１０を備える。
【００２９】
　（充電時の処理動作）
　図４は、図１乃至図３で説明したワイヤレス充電表示装置１を使用して被充電機器１０
０Ａを充電する場合の各部の動作を説明するためのブロック図である。ワイヤレス充電表
示装置１の送電部８は、送電用の一次コイルである送電コイル８１、外部電源の電圧を平
滑化するためのレギュレート回路８２、送電コイル８１およびレギュレート回路８２の駆
動を制御する送電制御部８３、を備える。
【００３０】
　また、被充電機器１００Ａの受電部１０２は送電コイル８１から送電される電力を受電
する受電コイル１０２１、受電コイル１０２１が受電した電力を整流し、二次電池に供給
する整流回路１０２２、受電コイル１０２１および整流回路１０２２を制御する受電制御
部１０２３、を備える。
【００３１】
　載置面１ｂに物体が載置される、即ち入力部２が接触を検知すると、入力部２は、接触
状態をＣＰＵ１４に出力する。ＣＰＵ１４は、載置面１ｂに載置された物体が、ワイヤレ
ス充電可能な被充電機器１００Ａであるか否かを判別する。
【００３２】
　載置された物体が被充電機器１００Ａであるか否かは、例えば、以下のようにして判別
できる。予め被充電機器１００Ａが、通信部６を介してワイヤレス充電表示装置１が検知
可能な信号を生成し、所定時間毎に出力するように構成しておく。
【００３３】
　そして、載置面１ｂに物体が載置されてから一定時間経過するまでの間に、この信号を
ワイヤレス充電表示装置１が受信した場合に、載置面１ｂに載置された物体が被充電機器
１００Ａであると判別する。
【００３４】
　被充電機器１００Ａが載置面１ｂに載置されたと判断された場合、位置検出部１０は、
入力部２の接触情報から被充電機器１００Ａが載置された位置を特定し、位置情報をＣＰ
Ｕ１４に出力する。ＣＰＵ１４は、位置検出部１０から出力された位置情報に基づき、複
数の送電コイル８１の中から最も効率よく送電することが可能な送電コイル８１を選択す
る。
【００３５】
　ＣＰＵ１４は送電に使用する送電コイル８１を選択すると、選択した送電コイル８１の
情報を送電制御部８３に出力する。送電制御部８３はＣＰＵ１４から出力された情報に基
づきレギュレート回路８２、および送電コイル８１を駆動させる。
【００３６】
　外部電源Ｐから供給された電圧は、レギュレート回路８２を介して送電に使用される送
電コイル８１を高周波で駆動させる。送電コイル８１に誘起された電圧は電磁誘導作用に
より離間して配された被充電機器１００Ａの受電コイル１０２１に所定の電圧を誘起させ
る。受電制御部１０２３は、受電コイル１０２１で誘起された電圧による高周波電流は整
流回路１０２２や充電回路（図示せず）等で整流するよう制御する。整流された電流は被
充電機器１００Ａの二次電池１０４に供給される。
【００３７】
　（被充電機器内のデータ表示処理）
　ワイヤレス充電表示装置１は、自装置上に載置されている被充電機器１００Ａの記録媒
体に記録されているデータを表示部４に表示するデータ表示機能を備える。表示されるデ
ータは、例えば、被充電機器１００Ａがデジタルカメラである場合は画像データ、画像デ
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ータのＥｘｉｆ情報、携帯電話機である場合はアドレス帳、電子メール、通話履歴などが
ある。
【００３８】
　データ表示処理は、例えば、以下のようにして実現できる。尚、本実施例では、説明の
便宜上、被充電機器１００Ａはデジタルカメラで、表示する情報は画像データであるもの
とする。図５は、図１乃至図３で説明したワイヤレス充電表示装置１に載置された被充電
機器１００Ａに記録されている画像データの表示を行う場合の各部の動作を説明するため
のブロック図である。
【００３９】
　表示部４は、被充電機器１００Ａが載置されている位置を表示禁止領域に設定する表示
禁止領域決定部４１、表示禁止領域に基づいて画像データの表示位置を決定する表示位置
決定部４２、表示位置決定部４２の決定に基づき表示する画像データに対して、必要に応
じて画像サイズ補正処理等の画像処理を行う表示制御部４３、表示制御部４３によって処
理された画像データを表示する表示モニタ４４を備える。
【００４０】
　ワイヤレス充電表示装置１によって充電が開始されると、ＣＰＵ１４は位置検出部１０
から出力された位置情報に基づき、被充電機器１００Ａが載置されている領域を表示禁止
領域決定部４１に出力する。表示禁止領域決定部４１は、位置情報に基づき被充電機器が
載置された領域を表示禁止領域Ｒとして設定する。
【００４１】
　例えば、図６に示す位置に被充電機器１００Ａが載置されている場合、被充電機器１０
０Ａが接触している領域を包含する態様で表示禁止領域Ｒが設定される。尚、以下では表
示モニタ４４の表示領域の内、表示禁止領域Ｒを除いた領域を表示可能領域Ｄと記載する
。
【００４２】
　表示禁止領域Ｒが設定されると、表示位置決定部４２は、表示禁止領域Ｒの近傍の表示
可能領域Ｄにデータ表示が可能であるか否かを探索する。具体的には、以下の処理を行う
。
【００４３】
　表示禁止領域Ｒが設定されると、ＣＰＵ１４は、図７に示すように表示禁止領域Ｒの周
囲に表示候補領域Ａ１～Ａ６を設定する。表示候補領域Ａ１～Ａ６はそれぞれ、表示禁止
領域Ｒのいずれか一辺に隣接する態様で設定される。
【００４４】
　表示候補領域が設定されると、表示位置決定部４２は、いずれの表示候補領域にデータ
表示枠Ａに相当する領域を確保可能であるかを判別する。図７に示す様な状態である場合
、表示候補領域Ａ３以外の表示候補領域には、データ表示枠Ａに相当する領域を確保する
ことができないため、表示候補領域Ａ３をデータ表示領域に決定する。
【００４５】
　この時、データ表示枠Ａに相当する領域を確保可能な表示候補枠が複数存在する場合は
優先度の高い表示枠を優先する。各表示候補枠の優先度は予め設定しておく。
【００４６】
　また、いずれの表示候補枠にもデータ表示枠Ａに相当する領域を確保できない場合は、
表示領域が確保できない旨を表示領域Ｄのいずれかの領域に表示する。
【００４７】
　データ表示領域が決定されると、ＣＰＵ１４は、無線通信を使用して被充電機器１００
Ａからデータを読み出す。具体的には、無線通信部６は被充電機器１００Ａの無線通信部
１０８を介して記録媒体１０６にアクセスし、記録媒体１０６内に記録されている画像デ
ータを探索する。
【００４８】
　記録媒体１０６に画像データが記録されている場合は、無線通信を介して画像データを
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揮発性メモリ１２２に転送する。表示制御手段４３は、揮発性メモリ１２２に転送された
画像データの伸張処理やデータ表示領域に収まるサイズ（換言すると、データ表示枠Ａ内
に収まるサイズ）になるように画像サイズ補正処理等の画像処理を施す。
【００４９】
　画像処理を施された画像データは、表示モニタ４４のデータ表示領域に相当する位置に
画像データを表示させる。記録媒体１０６に画像データが記録されていない場合は、表示
可能な画像データがない旨を表示領域Ｄのいずれかの領域に表示する。
【００５０】
　この様にしてデータ表示領域に被充電機器１００Ａに記録されている画像データが表示
される。実際には、表示禁止領域Ｒ等は、仮想的に設定されているだけであるため、ユー
ザーには図８の様に被充電機器１００Ａの近傍に画像データＩＭＧが表示されている態様
が見える。
【００５１】
　また、位置検出部１０によって被充電機器１００Ａの載置が検出されなくなった場合は
、被充電機器１００Ａがワイヤレス充電表示装置１から離れたと判断し、表示禁止領域Ｒ
をリセットする。
【００５２】
　従って、図９に示すように被充電機器１００Ａの載置位置を変更した場合は、新たな載
置位置において上述した処理を実行し、被充電機器１００Ａの近傍に画像データＩＭＧを
表示する。
【００５３】
　また、データ表示領域が決定され、当該領域に画像データＩＭＧが表示されると、当該
データ表示領域は表示禁止領域Ｒとして扱う。その理由について以下に説明する。
【００５４】
　例えば、図８に示すような載置状態から、新たに別の被充電機器１００Ｂを載置面１ｂ
に載置し、図１０に示すような状態になった場合、ワイヤレス充電表示装置１は、被充電
機器１００Ｂに対して上述と同様の処理を行う。
【００５５】
　このとき、図１１に示すように、表示候補枠Ｂ２およびＢ５に相当する２か所の領域は
、表示可能領域Ｄ上にデータ表示領域を確保することが可能だが、表示候補枠Ｂ５に相当
する領域の一部は画像データＩＭＧを表示するデータ表示領域と重複している。
【００５６】
　そのため、データ表示領域を表示可能領域Ｄとしたまま扱うと、例えば、表示候補枠Ｂ
２よりも表示候補枠Ｂ５の優先度が高い場合などに被充電機器１００Ｂに記録されている
画像データを適切に表示できない場合がある。
【００５７】
　よって、データ表示領域が決定され画像データが表示されると、当該データ表示領域も
表示禁止領域Ｒとして扱うことが望ましい。
【００５８】
　そうすることで、図１１に示すような載置状態の場合は、被充電機器１００Ｂに記録さ
れている画像データを表示するデータ表示領域は、表示候補枠Ｂ２に相当する領域に決定
される。
【００５９】
　以上より、図１２に示すように、被充電機器１００Ａの近傍には被充電機器１００Ａに
記録されている画像データＩＭＧが表示され、被充電機器１００Ｂの近傍には被充電機器
１００Ｂに記録されている画像データＩＭＧ２が表示される。
【００６０】
　従って、ユーザーは、複数台の被充電機器を同時に充電する場合でも、どちらの画像デ
ータがいずれの被充電機器に記録されいるものなのかを容易に判断することができる。
【００６１】
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　尚、画像データの表示態様は、複数枚の画像データを表示するようにしても良いし、１
枚の画像データのみを表示するようにしても良い。また、画像データの数が多く、データ
表示領域Ａの中に表示しきれない場合は、ユーザーが入力部２を介して操作入力を行うこ
とで表示する画像データを切り換えられるようにしても良い。
【００６２】
　また、表示部４に表示されている画像データに対して、ユーザーが入力部２を介して操
作入力を行うことで、画像データをメモリ１２や他の被充電機器の記録媒体等にコピーで
きるようにしても良い。
【００６３】
　また、本実施例では、表示候補枠Ａ１～Ａ６及びＢ１～Ｂ６は矩形をしているが、矩形
に限定されず、例えば、円形、三角形、および星型等でも良い。また、データ表示領域を
複数の近傍に確保可能な場合は、予め決められた優先度に従って、データ表示領域を決定
するのではなく、ユーザーが任意でデータ表示領域の位置を決定できるようにしても良い
。
【００６４】
　図１３は、本実施例の表示制御処理動作を示すフローチャートである。ステップＳ１０
１では、位置情報に基づき表示禁止領域Ｒを設定する。ステップＳ１０３では、ステップ
Ｓ１０１で設定された表示禁止領域Ｒに基づき複数の表示候補枠を設定する。
【００６５】
　ステップＳ１０５では、ステップＳ１０３で設定された複数の表示候補枠の内、データ
表示領域を確保可能な表示候補枠があるか否かを判別する。データ表示領域を確保可能な
表示候補枠がある場合はステップＳ１０７に進み、そうでない場合はステップＳ１１５に
進む。
【００６６】
　ステップＳ１０７では、ステップＳ１０５の判別結果に従ってデータ表示領域を決定す
る。ステップＳ１０９では、記録媒体１０６にアクセスし、画像データの探索を行う。
【００６７】
　ステップＳ１０９では、記録媒体１０６内に画像データが記録されているか否かを探索
する。画像データが記録されている場合はステップＳ１１１に進み、そうでない場合は、
ステップＳ１１７に進む。
【００６８】
　ステップＳ１１１では、記録媒体１０６に記録されている画像データを読み出し、画像
サイズ補正処理などの画像処理を施す。ステップＳ１１３では画像処理を施した画像デー
タをデータ表示領域に表示する。
【００６９】
　ステップＳ１１５では、ステップ１１３で画像データを表示したデータ表示領域を表示
禁止領域Ｒに設定する。
【００７０】
　ステップＳ１１７では、被充電機器１００Ａの近傍に画像データを表示可能な領域が存
在しない旨をユーザーに報知する。ステップＳ１１９では、記録媒体１０６に画像データ
が存在しない旨をユーザーに報知する。
【００７１】
　以上、本発明の一実施例について説明したが、本発明はこれらの実施例に限定されず、
その要旨の範囲内で変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００７２】
１　　　　　ワイヤレス充電表示装置
１ｂ　　　　載置面
２　　　　　入力部
４　　　　　表示部
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６　　　　　通信部
８　　　　　送電部
１０　　　　位置検出部
１２　　　　メモリ
１４　　　　ＣＰＵ
１００Ａ　　　被充電機器
１０２　　　受電部
１０４　　　二次電池
１０６　　　記録媒体
１０８　　　通信部
１１０　　　ＣＰＵ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】
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